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(1) 

3,1 21  aa  273 123  aaa であるから、 21 , aa は奇数で、 3a は偶数。 

12,12 1323   qapa kk とすると 4146)12(7)12(373 23133   pqpqaaa kkk  

したがって、 ka3 は偶数。 

raqa kk 2,12 313  とすると 7146)12(72373 13313   qrqraaa kkk  

したがって、 13 ka は奇数。 

12,2 133   sara kk とすると 3141627)12(373 31323   rsrsaaa kkk  

したがって、 23 ka は奇数。 

2313 ,  kk aa が奇数であるから、 )1(333   kk aa は偶数。 

以上により、 na が偶数であることと、 nが 3の倍数であることは同値。(証明終) 

 

(2) 

nnn rqa  5 とおく。 nr は na を 5で割った余りであり、 4,3,2,1,0 のいずれかである。 

 

nnnnnnnnnnn rrqqrqrqaaa 73)73(5)5(7)5(373 111112    

 

したがって、 2na を 5で割った余りは、 nn rr 73 1  を 5で割った余りに等しい。 

nn rr 73 1  を 5で割った余りを 2nr と定義する。 3,1 21  rr であるから 

273 12  rr  23 r  )3(51573 23  rr  04 r  1)3(51473 34  rr  15 r  

373 45  rr  36 r  

したがって、以下帰納的に、 nr は ,0,2,3,1,0,2,3,1 の繰り返しとなる。 

nが 4の倍数のとき、 na は 5の倍数である。 

 

na が 10の倍数であるとき、 na は偶数かつ 5の倍数である。 

このとき、(1)より、 nは 3の倍数かつ 4の倍数。すなわち、 nは 12の倍数である。 

以上により、 na が 10の倍数であることと、 nが 12 の倍数であることは同値。(証明終) 


